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米海軍艦艇被害の特徴

• 大日本帝国陸海軍による航空特攻が最も成果を挙げている（米軍が特攻を極端に恐れていた証左）

• 突入した特攻機の当たり所が良ければ１機で空母も撃沈（弾薬庫、ガソリン燃料誘爆等）

• 当たり所が良くないと複数機突入しても撃沈に至らない場合あり

• 帝国海軍による最後の大戦果は１９４５．７．３０グアム島に原爆を運搬した巡洋艦インディアナポリスをイ号

潜水艦が撃沈

• 人間魚雷回天により護衛駆逐艦を撃沈した戦果が報告

• 人間爆弾「桜花」による戦果も報告

• 沖縄戦では陸上砲火で米艦船を撃沈した事例が報告


